南病棟チームカンファレンス記録
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平成23年　10月　28日　（金）　　　　　　　　　　　司会：白川　千春　　記録：大嶋　香菜子

	小向
	橋本
	小林
	佐藤
	三浦
	工藤
	清川
	天間
	久保
	田口
	白川

	会議
	欠勤
	○
	CD留守
	準夜
	○
	○
	公休
	深夜
	公休
	○

	新山
	沼山
	田ノ上
	高橋
	相馬
	根城
	池田
	加藤
	富沢
	貝塚
	小笠原
（麻）

	公休
	公休
	深夜
	○
	病欠
	A留守
	準夜
	洗濯
	CD留守
	○
	深夜

	小笠原
（実）
	野中
	大嶋
	門上
	坂本
	乙崎
	上野
	長谷川
	小島
	
	

	準夜
	公休
	○
	公休
	休憩
	○
	学校
	○
	○
	
	


出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種済証がAユニットにありますので、御家族様が来院した際に渡してください。

・11/3に行われる特別講演の出欠入力を早急に行いましょう。

・投薬カートについて～CDユニットのサイン漏れが多いので、忘れずに行っていきましょう。

・小阪先生休診について～11/10は通常通り診察しますが、11/3は休診となります。周知しておきましょう。

・中庭について～本日OT長谷川と工藤Ns、患者様とで中庭のプランターにチューリップを植えています。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　寿雄様～本日夕から7日分(11/3昼まで)臨時薬が継続処方となっています。

　　　　　　　　インスリンは引き続きノボリンN　フレックスペン　6単位の指示を10/31まで指示を頂いています。。

また、本日午前中に2回の嘔吐あり、点滴処方となっている為、昼食止めとなり、

　　　　　　　　ナウゼリン3T　3×ndE　3日分　本日昼より10/31朝まで臨時処方となっています。

　　　　　　　　点滴）ヴィーンD　500ml　１本

　　　　　　　　　　　プリンペラン　1A　

・高森　清八様～鼻汁続いている為、小青竜湯10/31昼まで継続処方となっています。

・佐々木　哲朗様～便秘時の予測指示10/30から11/13まで継続となっています。

・昆　善三　様様～昨日、衣類が溜まっている事を御家族様に連絡した所、本日、息子様から電話があり10/18に業者洗濯の手続きをしたと話されいます。医事に確認した所、10/18付けで業者洗濯に切り替わっている為、今月は満額で請求になるとの事で、その旨、息子様へ伝えたら今日中に衣類を取りに来るそうですので、今月は家族洗濯で業者洗濯は11月から開始で構わないのか確認して下さい。

　　　　　　　　　息子様が良ければ医事へは連絡不要との事です。

＜患者様NCP評価＞

・吉田　寿雄様～インスリン単位が変わる事が多く、ノボリン単位が書かれたビニールテープの単位を書き直すのを忘れやすい為、ビニールテープに単位を書くのは止めて、インスリンと指示箋を一緒に置いた方が指示箋の書き忘れも無いのではと意見が出た為、本日より、お試しでやってみる事としています。サイン漏れや、単位の間違い予防に努めましょう。

・高森　清八様～本日、朝食摂取時、食べこぼしあり、時間要しています。嚥下状況の確認をしていきましょう。

・川村　つゑ様～最近、活気のなさ目立っています。御家族様面会時、声掛けにも返答していない様子でした。食事摂取時、食べこぼし多く、途中より介助となっています。介助にて全量摂取できていますが、自力にてどの程度摂取出来ているか、摂取状況の確認を行っていきましょう。また、軽い刺激を与えていきましょう。

・本日、移動介助の勉強会行っています。

· ボディメカニクスとは

身体の機能・構造と運動の力学的な相互関係を総称して「ボディメカニクス」と呼んでいる。   

●ボディメカニクスというのは「身体的な特性が十分に活かされて正しい姿勢や動作が円滑に行われる状態」をいう。

ボディメカニクスの目的：頭や首の自然な動きを利用したり、手を伸ばしたり、足を使ったりして最小限の力で最大限の効果を得られるような動作を作り出す事

※　介護の場面でも適切な体位変換や身体の移動、衣類の着脱等、日常生活介護の全てはこのボディメカニクスを基盤として行う。

· ボディメカニクスを活用すると、介護者・利用者にとっても、身体的な不可を排除し、もしくは最小化する為の適切な身体の使い方の事であり、それは同時に、その活動力をより速く、効率的に成し遂げるのを助ける事にもなる。

· 介護するときには適切な姿勢で行う事が大切。「どのように体を動かすと体に障害を起こさないで、しかも無駄な動作をしないで、最も少ない力で最小限の効果をあげる事ができるのか。」

☆ボディメカニクスの基本原則

1 指示基底面を広くすると共に重心も低くする

両足を開き、指示基底面を広くし、膝を曲げ、腰を下げて重心を低くする事で安定性がまします。また重心を常に指示基底面の中に保つ事によって安定が図れる。この姿勢は次の動作に素早く移る事ができる姿勢でもある。

2 骨盤を安定させる

骨盤が不安定だと自分の腰を痛め、また相手にも苦痛を与えてしまう。膝を軽く曲げ腹筋と臀部をしめる事により、骨盤を引き込み下部背柱を平らにする事が大切。

3 利用者にできる限り接近する  

4 身体をねじらず、腰と肩を水平に保つ  

5 大きい筋群を使い水平移動を行う

足の位置定め、腰を十分に落とし下肢を使う

6 てこの原理を応用する

例：両膝をベッドに押しつけ、利用者を手前に引っ張る

    肘をベッドにあて、手前に引き寄せたり、上半身を起こす

    片手をベッドの奥にし、支点を作り体位交換をする

7 身体をよりまとめた方がよい

利用者の膝を立てたり、腕を組んだりし、できる限り身体をコンパクトにすれば効率的

8 床やベッド等との摩擦が少ないほうがよい

身体に摩擦力が加わらないほど、介助時の力も減り、利用者の身体的な苦痛も削減できる

